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博士前期課程/後期課程院生の指導方針、具体的なカリキュラム、研究室での活動等

数物科学専攻 研究分野 生物物理学

タンパク質は周囲の環境に応じて構造を変えながら、独自の機能を発現しており、「構造」と「機能」は密接に関係し
ています。そのため、タンパク質が機能する仕組みを理解するには、どのような構造の変化が個々のタンパク質分子
に起こっているかを知ることは非常に重要です。私たちは、そのような観察を実現するために、原子間力顕微鏡
（Atomic Force Microscopy: AFM）というナノメータースケールで物質表面の構造解析が出来る顕微鏡装置の高速化
を進め、高速AFM技術を開発してきました。現在私たちは、高速AFMを用いて様々なタンパク質が機能している様子
のダイナミクスを観察し、構造ダイナミクスの観点からタンパク質の機能発現の機構を研究しています。また、高速
AFMと他手法との融合などの技術開発や細胞や細胞小器官を非接触で観察することができる走査型イオン伝導顕
微鏡（SICM）の高速化とそのバイオ応用にも取り組んでいます。

研究課題の概要
研究室Webサイト https://nanolsi.kanazawa-u.ac.jp/about/members/nanometrology/

研究室連絡先メールアドレス 古寺哲幸<nkodera*at*staff.kanazawa-u.ac.jp>;　柴田幹大
<msshibata*at*staff.kanazawa-u.ac.jp>; 渡辺信嗣<wshinji*at*se.kanazawa-
u.ac.jp>

M院生では、標準の授業に加え、各自が教員と相談しながら設定した研究テーマを行います。研究テーマには大きく
分けて、装置開発とタンパク質の観察実験の２つがあります。装置開発では、新しいアイデアに基づいて機械設計・
試作・組み立てから性能評価まで一貫して行います。また、電子回路設計やソフトウェア開発についても学びます。タ
ンパク質の動態観察では、共同研究先から試料を調達したり、自ら精製したタンパク質試料を高速AFMや高速SICM
で観察し、その結果を解析することで機能メカニズムの解明を行います。
D院生も装置開発かタンパク質観察のいずれか、あるいは、複合的な研究テーマを本人の希望と相談しながら設定
し、学位取得に向けて研究を進めます。博士論文提出のためには英文国際誌への論文発表が必須です。
週2回の研究室ゼミでは、全員が順番で研究の進捗状況報告や興味ある論文の紹介などを行います。また、M、D院
生は通常毎年秋に開催される生物物理学会に参加し研究発表を行います。その他、随時研究会などに参加します。
また、当研究室の教員が参画しているナノ生命科学研究所の行事（夏の学校、セミナー）に参加してもらいます。夏
の学校では講師として参加する場合があります。

研究室生活の紹介等
パソコンは一人一台ありますし、今話題の3Dプリンターを使ってタンパク質の構造モデルや機械部品の試作品を
作ったりもできます。(学生）。
また、先生方の手厚い指導の下、豊富な知識と確かな技術力が身につきます(学生）。
それだけではなく、ゼミや留学生の方との等、英語にふれあう機会も多いので自然と英語力が身につきます(学生）。

教員からのメッセージ
私たちの研究室の研究分野である「生物物理学」は生命現象を物理的手法を用いて解明しようとする比較的新しい
分野です。生命現象を一分子レベルで明らかにするには、新しい技術の開発が必須で、さらにその技術を生体分子
に応用して新しい知見を得なければなりません。当研究室では、これまで技術開発と応用観察をバランスよく進めて
おり、技術あるいは生物に興味がある学生がどちらに対しても深く学べる機会があります。課題研究を完成させるに
は様々な苦労があると思いますが、研究とは基本的に自らの興味に従って楽しんで行うものなので、嫌々強制的に
やらされるのではなく、自分が納得するまで教員と徹底的に議論して研究を進めることが重要です。修士号取得後の
就職先は、公務員、教員、一般企業となっています。また、博士号取得後は、海外を含む研究機関のポスドク、大学
教員となっています。


